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研究成果の概要（和文）：本研究では、アジア（中国、インド、インドネシア、日本、カザフスタン、マレーシ
ア、モンゴル、フィリピン及びタイの９か国）のESD（持続可能な開発のための教育）の研究教育拠点が連携
し、世界初の国際標準である「気候行動のための教師教育のアジア・フレームワーク（Asian Framework of 
Teacher Education for Climate Action）」とその普及ガイドを開発・作成した。そのために、（１）気候変動
教育を実践する教師に求められるコンピテンシーの明確化、（２）各拠点での教師教育プログラムの開発・実
践・評価、（３）フレームワークとその普及ガイドの開発・作成を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, the "Asian Framework of Teacher Education for Climate
Action," the world's first international standard and its dissemination guide were developed in 
collaboration with ESD (Education for Sustainable Development) research and education centers in 
nine countries in Asia (China, India, Indonesia, Japan, Kazakhstan, Malaysia, Mongolia, the 
Philippines, and Thailand). This was done by (1) clarifying the competencies required of teachers 
practicing climate change education in schools, (2) developing, implementing, and evaluating teacher
 training programs in the centres at each country, and (3) developing and producing the framework 
and its dissemination guide.

研究分野： 理科教育、ESD
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究成果の学術的意義は、気候変動教育の教師教育プログラムのフレームワークを、世界初の国際標準として
開発したことである。また、研究成果の社会的意義は、第１に、フレームワークを日本とアジア諸国との共同研
究によって開発し、アジアから世界に向けて発信したことである。第２に、フレームワークを提示するだけにと
どまらず、その効果的普及のためのガイドを作成し、そしてアジア諸国の教師教育機関、ユネスコの地域総括事
務所や国内委員会に周知し協力しながら、気候変動教育の教師教育をアジアで広く普及させる道筋をつけたこと
である。　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初は、気候変動教育の必要性が世界的に叫ばれる中、教師教育における気候変動教

育は個々の教材や授業の開発にとどまっており、その系統的な教育プログラムの開発は進んで
いないという状況であった。また、多くの教師教育機関で採用可能で、国際的に通用する気候変
動教育の教師教育プログラムのフレームワークを開発するには、その分野の研究教育拠点の連
携が求められるが、アジアでは連携の体制が整備されていないという状況であった。 
こうした中、研究構想に至った経緯は、第１に、研究代表者が科研費の支援によってアジア諸

国の大学と共同開発した気候変動教育の学校教育プログラムは、それを実践する教師に求めら
れるコンピテンシーの要件を示しており、気候変動教育の教師教育プログラムの開発に十分活
用できるからであった。第２に、研究代表者が組織した研究拠点形成事業やユネスコ活動費補助
金事業を通して、アジア諸国の複数の大学が ESD の研究教育拠点として成長し、アジア共同で気
候変動教育の教師教育プログラムを開発できる体制が整っていたからであった。しかもこれら
の事業を通して、各拠点に次世代の中核を担う若手研究者が育ち、若手研究者がプログラム開発
の中心を担うことのできる研究実施の体制を組織できるからであった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、アジア（中国、インド、インドネシア、日本、カザフスタン、マレーシア、

モンゴル、フィリピン及びタイの９か国）の ESD（持続可能な開発のための教育）の研究教育拠
点が連携し、世界初の国際標準である「気候変動教育の教師教育プログラムのアジア・フレーム
ワーク」とその普及ガイドを開発することであった。 
 
３．研究の方法 
４年間の研究期間において、次のように研究を進めた。まず、気候変動教育を実践する教師に

求められる資質・能力（コンピテンシー）を明確にし、各国の拠点においてコンピテンシー育成
のための教師教育プログラムを開発した。次に、教師教育プログラムを実践し、プログラムの履
修の年次進行に伴い、教員養成段階の学生や現職教員のコンピテンシーの形成過程を縦断的に
調査・分析した。そして、プログラムを評価し、成果をまとめ、アジアの教師教育機関で採用可
能で国際的に通用する「気候変動教育の教師教育プログラムのアジア・フレームワーク」（「気候
行動のための教師教育のアジア・フレームワーク（Asian Framework of Teacher Education for 
Climate Action）」という名称とした)とその普及ガイドを開発・作成した。 
研究を進めるにあたり、研究代表者・分担者、海外共同研究者及びこれらの協力機関の研究者

とともに、教師教育における気候変動教育推進のためのアジアのネットワーク（Asian Teacher 
Educators for Climate Change (ATECCE) Network、http://ceteesd.ed.okayama-u.ac.jp/）を
設立し展開した。 
 
４．研究成果 
（１）主な研究成果 
開発した「気候行動のための教師教育のアジア・フレームワーク（Asian Framework of Teacher 

Education for Climate Action）」の概要を示す（図１～３）。 
（２）研究成果の意義 
研究成果の学術的意義は、気候変動教育の教師教育プログラムのフレームワークを、世界初の

国際標準として開発したことである。従来の教師教育における気候変動教育は個々の教材や授
業の開発にとどまり、気候変動教育を実践する教師に求められるコンピテンシーに注目し、その
経年発達を実現する教育プログラムは存在しなかった。本研究はこの状況を打開する取組とし
て、創造性を有している。また、研究成果の社会的意義は、第１に、フレームワークを日本とア
ジア諸国との共同研究によって開発し、アジアから世界に向けて発信したことである。ユネスコ
の新施策『ESD for 2030』の発表後（2019 年 11 月）、ESD を世界的に牽引してきた日本が引き続
きリーダーシップを発揮することが期待されている。本研究はその方策を教師教育において具
体化しており、ここに独自性がある。第２に、フレームワークを提示するだけにとどまらず、そ
の効果的普及のためのガイドを作成したことである。そしてアジア諸国の教師教育機関（日本で
はユネスコスクール支援大学間ネットワーク加盟校など）、ユネスコの地域総括事務所（バンコ
ク、北京、アルマティなど）や国内委員会に周知し協力しながら、気候変動教育の教師教育をア
ジアで広く普及させる道筋をつけたことである。このように社会的インパクトをねらった点に
も、本研究の独自性がある。 
今後は、教師教育における気候変動教育をアジアから全世界に拡げるために、全世界の ESD の

研究教育拠点との共同研究を実施することを予定している。この共同研究では、開発したアジア
のフレームワークを欧州、アフリカ、北米、中南米及びオセアニアの文脈から吟味し発展させる
とともに、人々の価値観と行動の変容をめざす「変容的な教育学」の理論をクリティカルに検討
し、全世界に通用するような教育学的基礎づけを行う。そして研究に参加する拠点機関及び協力
機関や、ユネスコの本部教育局、地域総括事務所、各国の事務所・国内委員会と協力し、発展さ
せたフレームワークを広く普及させる。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 「気候行動のための教師教育のアジア・フレームワーク」の概要 
（ATECCE Network.(2024). Executive summary - Asian framework of teacher 
education for climate Action. Okayama University ESD Promotion Centre., 
Page 2） 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 「気候行動のための教師教育のアジア・フレームワーク」の具体的説明（１） 
（ATECCE Network.(2024). Executive summary - Asian framework of teacher education 
for climate Action. Okayama University ESD Promotion Centre., Page 3） 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 「気候行動のための教師教育のアジア・フレームワーク」の具体的説明（２） 
（ATECCE Network.(2024). Executive summary - Asian framework of teacher education 
for climate Action. Okayama University ESD Promotion Centre., Page 4） 
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